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意 思 決 定 能 力 を 育 成 す る 未 来 志 向 の 授 業 構 成
一小学校６年 匚世界の中の日本」の授業実践を手がかりに－
Organizing Lessons for Improving the Decision Making Ability Required for the Coming Age
:through Practice of the Unit “Japan in the World ” in the Sixth Grade
１。問題の所在
小学校社会科の最終単元としての「世界の中の日本」
は，いわゆる国際理解教育の典型的なものといえる。
そして教科書を概観してみるとその大単元はたいてい
は二つの中単元で構成される。その一つは外国の生活・
文化を扱うものであり，もう一つは環境・平和を扱う
ものである。こういった内容および構成は永井滋郎氏
の指摘に符合しているようである。およそ国際理解教
育の理論と実践は，永井氏によると異文化間の相互理
解の必要性を説く文化理解的アプローチと，人類の重
要課題（環境・平和の問題など）を協力して解決して
いこうとする問題解決的アプローチに大別さ れる。1）
したがってそこで教えられるべき内容は一見外国の生
活・文化であ ったり，環境・平和の問題であったりす
る。しかし生活 一文化は国によって違い同じ国でも地
域によって違 う。しかも時代の流れによって変化する。
後者もまたしかり。地球の温暖化・酸性雨・湾岸戦争
とその具体的事実は際限なく増大し変化する。こういっ
た知識理解内容を教育内容としたのではあまり意味が
無い。これらはむしろ教材であり，教育内容は別の所
にあるのではないだろうか。つまりそれは学習指導要
領にあるところの「世界の中の日本人としての自覚」
であり，世界の国々と協力 しながら問題を解決してい
く態度であり，そのために必要とされる合理的な価値
判断・意思決定をしていく方法であろう。そういった
自己および自国を認識する方法，そして意思決定をし
ていく方法こそが教育内容になるべきだと考える。こ
のように知識理解内容が教材となり，方法が教育内容
となるところが他の単元とは大きく異なる点であり，
そこに本単元 の意義がある。
では「方法」が身につくように授業は構成されてい
るのだろうか。永井氏によれば文化理解的 アプローチ
は過去志向的であり，問題解決的アプローチは現代志
向的である。2）また岩田一彦氏は教授方法との対応に
ついて，「文化理解的アプローチは教授型 の授業と対
応し，問題解決的アプローチは問題解決型 の授業と対
－
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応している」3）とする。ただこの二つ のアプローチは
その方向および内容が全く異なっており，これらを止
揚するものとして「地球社会教育」が考えられている
ものの，その教授方法は明確ではない。実際の授業 は
岩田氏が指摘しておられるのが現状であり，この両者
はほとんど関連性なく扱われ，「すべて の国と協力 し
あうことがたいせつです」というように規範的知識が
示されて終わる。異文化理解も環境・平和の問題も価
値観形成に関わるものであり，教師より注入されたの
では意味が無い。しかしそれらは教科書の教師用指導
書をみても最近の『社会科教育』（明治図書）4）をみて
も，個別に扱われるとともに，知識理解内容が既に教
育内容として設定された教師の意図の方向へと指導さ
れている。 もちろん児童自らが追求する実践報告もい
くつかある。臼井忠雄 丁国際理解・日本と韓国』（日
本書籍）がそれであり，有田和正『戦争の授業』（『社
会科教育 ’91 8月臨時増刊号』）がそれである。　しか
しこれらも教育内容 は既に教師の側に設定されており，
意思決定の過程が意図的に組まれているわけではない
ため，その方法が児童の身についたのかどうかは明ら
かにはならない。
異文化を教授しようと，環境・平和の問題解決を追
求させようと，それが知識理解にとどまる限り，日本
人としての自覚や世界の国々と協力しようとする態度
は育成されない。自覚・態度の育成には社会事象の科
学的認識とともに，児童自らが社会と正対し主権者と
して取り組む学習が必要であると考える。そうなって
初めて，意思決定の方法もまた児童の身につくであろ
う。そのためには今までの授業 タイプを止揚する新し
いタイプが必要となる。児童自身が主体的に思考・判
断しつつ合理的な意思決定を下していくような場が設
定される学習過程が考えられる必要かおる。
２。研究のねらい
他の単元が社会そのものの理解に目標を置くのに対
して，本単元は社会（世界）の中の自己を 匚自覚」す
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ることにねらいがある。最近，提案型社会科授業を提
唱しておられる小西正雄氏は，社会科授業本来のねら
いは「社会的自己認識」にあるとし,5）「価値判断・
意思決定の力を伸ばすための訓練の場」としての「‾提
案場面」の必要性を強調される。6）これは国際理解教
育 のねらいと一致するものだといえはしな･いだろうか。
そのねらいは他国理解の前提としての自国・自国文化
に対する自己理解といえる。そして自己理解において
も地球を取り巻く問題に対する解決においても無数の
価値判断・意思決定を不可欠とする。つまり本単元こ
そ氏の提唱される提案型社会科授業のねらいに合致す
るものであり，その理論によって構成されれば，児童
の自国認識 は深まるとともに意思決定の質は向上する
はずであると考えた。ただ提案型社会科授業の学習過
程は未だ模索段階であり，「提案」 の内容 そのものも
漠然としている。本稿においては，提案内容の質的吟
味夸行ない，それと学習過程との関連性を明らかにし
たい。そうすることで，意思決定の過程も明らかにさ
れると考えた。
３。研究仮説
未来志向の単元構成のなかに情報収集・価値判断・
意思決定の過程を組み入れることによって，社会に対
する「提案内容」は質的に向上する。
４，研究方法
出　 授業実践の最初と最後に，同じテーマでの児童
による提案場面を設定し，比較・検討する。
（2） 各小単元 ごとに意思決定･･ 提案の場面を設定し，
その過程・内容を吟味する。
５，授業の構成と実際
佃 「提案」の定義
小西正雄氏は，「提案場面」を設定 することによ っ
て子どもたちに主権者としての意識を持たせ，現在・
過去の事実に正対させ知識習得を図る。そこでぱ･ 思
いつき”が排除され，夢物語は否定される。しかし氏
の意図こそが重要なのであうて，･‘思いつきl’の排除・
夢物語の否定は，かえって社会科を難しいものにして
しまうのではないだろうか。むしろこのl‘思いつぎ
や夢物語を質的に高めていく過程こそが探られなけれ
ばならないであろう。筆者は，社会に対してより有為
なアイディアを提起していくことを「提案」と呼ぶが，
それは質的に以下の三種類に分けられるものと考えて
いる。
①予想的提案：児童の既に持っている知識，または児
童の目の前に見える事実をもととするもので，直
観（感）力によって導きだされるもの。教師によ
る提案場面の設定を必要とする。
②価値的提案：説明的知識・分析的知識といった学習
によって獲得された質の高い知識によって裏付け
られるもので，個人の価値判断によって導きださ
れるもの。授業においては価値の正当性を吟味す
る場面の設定を必要とする。
③実践的提案：価値的提案内容相互の検討・選択によっ
て導きだされるもの。授業においては選択場面が
設定され，価値の相対性が吟味される必要がある。
（2） 本提案型社会科授業における基本的学習過程
第12 回アジア競技大会は, 1994 年に広島市を中心と
して開催される。それはスポーツ・文化の交流を通し
て，アジアの人々が連帯し平和な世界を実現していこ
うとするものである。首都以外で初めて開催される本
大会は，世界最初の被爆都市広島で開催されることに
よって，「平和」がより強くアピールされるものとな
ろう。そこへ児童が主 体的に関わることによって，
「世界の中の日本」を考え自国認識を育成で きると考
えた。そして『アジア競技大会にむけて私たちはどん
なことをすればいいのだろうか』を考え話し合い，そ
の提案を大会組織委員会へ提出することを通して主権
者意識を育てるとともに，以下のような学習過程を組
むことによって，その提案内容の質的向上をはかった。
＜本提案型社会科授業における基本的学習過程＞
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価　値　的　提　案
選択 →
実　践　的
実　 践　的　提　案　＜　 第　 ４　次　 後　半　＞
第１次　未来への予想的提案：アジア大会への提案を
思いつきも含めて自由な発想で出す過程。その中で
広島で開催される意味・世界の現状・国際交流の実
態について問題が設定されていった。
第２次　 過去への探求：「なぜ広島開催なのか」「な
ぜ原爆投下がされたのか」について問題解決型学習
を通して科学的認識が形成される過程。原爆投下の
是非が話し合われ個人の価値判断が行なわれた。
第３次・前半　 現代への探求：国際連合の働きや世界
情勢を調べ，「今は平和か」学習する過程。核兵器
使用の是非が話し合われ価値的提案が行なわれた。
第３次・後半　現代への探求: イ 広島紹介プログラム」
（3） 意思決定能力を育てる未来志向の単元構成
を考えることを通して，価値の相対性を吟味し自国
認識を形成する過程。外国人に観てほしい広島を考
え意思決定が行なわれた。
第４次・前半　未来への実践的提案：「日本紹介プロ
グラム」の検討を通して自国認識を形成する過程。
価値判断を出しあい意思決定が行なわれた。
第４次・後半　未来への実践的提案：アジア大会への
提案内容を考える過程。
以上のように学習過程は＜予想的提案→問題設定→
情報収集→価値的提案→実践的提案＞というように，
提案内容の質的向上を図るように設定した。
単元「世界の中の日本　 一第12 回アジア競技大会開催乙/－」の授業構成＜過程の（　 ）は時間数＞
次 過程 場面 ね　　ら　　 い 資　 料 学　　 習　　活　 動 学　 習　　 内　　 容
１
１
Ｍ
斐
第12 回 アジ ア競技大 会
につい ての予 想 的提案 を
通して 本単元 に対 す る関
心を高め るとと もに， 学
習問題を設定するo
アジア競
技大 会パ
ンフレッ
ト ２
新聞記事
○ アジア競技大会についての既有の知識 を出
し合い，パ ンフレットを観察することを 通 し
て その概要を知 る。
○自らおよび広島市がするべきことを 考え，
「予 想的提案」という形で表現する。
○アジア競技大会の概要( 施設・設備･
参加国・競技内容)
○これからの アジア競技大会への対 策
迴祟
VTR ○ アジア競技大会が広島市で開催され る理由
を考え，話し合う。
○ アジア競技大会ＰＲビデオを視聴する。
○学習問題を設定する。
○アジア競技大会が広島市で開 催さ れ
る意義
○ 広島市 のアジア競技大会への適 合性
２
過
去
ヘ
の
探
求
(4)
呆
戦争 に よる 広島 市の発
展と破壊 の様子 を調 べ る
ことを通 して ，平 和 の大
切 さを理解する。
○アメリカ軍が日本を 爆撃 する場合 の地 域の
条件を考え，話し合う。
○攻撃目 標となる具体的地域を予想する。
○戦争 において攻撃目標とな る地 域 の
条件（歴史的条件・社 会的条 件・ 自然
的条件）
第二 次世
界大戦時
空 襲を受
けた都市
○前時考えだした条件 に適合する都市を考え，
話し合う。
○第二次大戦時（～1945. 8.  5  ), 空 襲を
受け た都市を調べその理由を考える。梁
諒
旧広島市
街地図
大戦時軍
用施設配
置図
○広島市に原爆が投下された理由を 考え 話し
合う。
○明治・大正・昭和時代の地図を比 較・ 観察
し，その発展 の様子を読み取 る。
○市内軍事施設に色塗りを する。
○広島市 に原爆投 下がされた理由
(歴史 的理由・社会的理由・自然 的 理
由)
中国新聞
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戦争中の
様子
VTR
○戦争で空襲を受ける条件が現代に も適 合す
ることを， イラク空爆地域を調べることによっ
て確認 する。
○被爆時・直後の様子を，聞き取り調 査 の読
取り・ＶＴＲ視聴によ って知る。
○原爆投下の是非 ・これからの世界の な すべ
きことを考える。
○戦争の意味
○被爆の実態§
３
現
代
ヘ
の
探
求
(5)
｜
世界平 和を 守 るた めに
国際連合 お よび 日本 ・広
島市が果 た してい る 役割
を知り， 平和 を守 る ため
には民 主主 義 を守 る こと
が重要で ある ことを 理 解
する。
社 会科学
習事典
Ｐ５０２
VTR
○ 戦争の実態について考え，国際連合 の成 立
した経緯を調べる。
○国際連合の組織と役割を調べる。
○安全保障理 事会の構成・役割を調 べる。
○戦争の実態
○国際連合の成立経緯
○国際連合の組織と役割
○安 全保障理事会の構成・役割
VTR ○ユニセフの働きを調べる。
○日本が世界 の平和と発展のために果 た して
いる役割について調べる。
○ユニセフの働き
○日本 の国際連合での役割（ 軍縮 ・ 核
兵器 の禁止を提案等）
VTR
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○今の世界が平和かどうか考え話し合う。
○湾岸戦争 の様子を調べ，核兵器使 用の是 非
を話し合う。
○未来 のイラクの国家像を，考え話し合 う。
( フセインの処遇・国家体制等)
○平和 の観点から見た世界の現状
○現代における核兵器使用の現状
○民主主義の重 要性
§
ｈ
広島市 を 訪れ る外 国の
代表団に見てほしい事物･
事象を考え る 「広 島紹 介
プログラ ム」 の提 案を 通
して， スポ ーツ交 流 の意
義を理解 する。
交 流行事
開 催実績
世界地図
市 パンフ
レット
○スポーツ交流の実態を調べる。
○広島市を訪れる外国の位置を確かめる。
○外国人に紹介したい「広島」を考える。
○班 ごとに 厂広島紹介プロ グラム」 を考え ，
広 島市地図（ＯＨＰ）に記入する。
○ スポーツ交流の概要（地域 ・国 ・種
目・期日）
Ｏ「ヒロシマ」 の特性
ｈ
OHP
ﾊﾉｰ ﾊﾞｰ
市代表団
日程表
○各班の「広島紹介プログラム」を 見る。
○集計した結果（ＯＨＰ）を 見ながら それ ぞ
れの選択理由を話 し合う。
○よりふさわしいプログラムを決定 する。
○今年度のハノーバー代表団 のプ ログ ラムを
調べること によりそのねらいを知る。
○ 厂ヒロシマ」の特性
○スポーツ交流の意義
§
－23 －
次 過程 場面 ね　　 ら　　い 資　 料 学　 習　　 活　 動 学　 習　　 内　　 容
４
粢
へ
の｜
ｈ
日本を訪 れる外国の人々
に観てほ しい 事物・ 事象
を考える「 日 本紹介 プロ
グラム」 の提案を通して ，
日本文化 の独自 性を 理解
する。
日本地図
( プリン
ト・OH
Ｐ)
○アジア競技大会で訪日する外国人 に紹介 し
たい「 日本」を考える。
○班ごとに「日本紹介プログラム」を 話し 合
い，日本地図（ＯＨ Ｐ） に記入する。
○ 各班 の「日本紹介プログラム」 を観る。
○ 集計 した結果（ＯＨＰ）を見ながら， そ れ
ぞれの選択理由を話し合う。
○ より ふさわしいプログラムを決定する。
○ プログラ ミング上 の問題を明確にする。
Ｏ「日本」 の特性
欝
翳
雷
VTR
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○ アジアの人々の生 活の様子を調べる。
○東南 アジ アと日本との生活の様子の違 いを
考え る。
○アジアに住む人々の生活の様子
ｈ
日本地図
○ 観て ほしい「日本」を発表する。
○理由付けについて話し合い決定 する。
Ｏ「観てほしい日本」 の存在する都市を 考え
る。
Ｏ 「日本」 の独自性（歴史・文 化・ 産
業 ・自然・日常生活）
§ 日本地図 Ｏ「日本」そのものを表出する都市を話 し合い，二ヶ所決定する。
日本地図 ○観てほしい事物・事象を話し合い， 新 たな
「日本紹介プロ グラム」を 決定する。
§
第12回 アジ ア競 技大 会
において 広島 市お よ び自
分がしな け ればな らな い
こ と・で き ること を考 え
提案内容を決定 する。
YOU 友
読本
アイ・ラ
ブ・友話
○ アジア競技大会に向けて広島市およ び関連
委員会が行なってい る内容を調べる。
○広島市および自分がしなければな らな い こ
と・できることを考え，話し合う。
○自分の提案内容を表現する。
○アジア競技大会に向けて異文 化理 解
を図 る広島市の対策
○ これからの アジア競技大会への対策 ．
『アジア競技大会にむ けて私 たちは どんな こと
をすればいいのだろうか』 が，本単 元 のテ ーマで
ある。こうい った社会に対 す る提案 は，単 元 の は
じめの段階では具体的な予 備知識 が無い 限り質 的
に低いものとな らざ るをえない。（予想的提案） し
かし，児童の大 会そのものに対 する興味・関 心 は，
その具体的内容やその意義 へと向 け られる。 つ ま
り アジア競技大会そのものに対する目は，「ど んな
種目が行なわれ，自分たち と の関 わり はどう いっ
たものになるのか」といった内容 へ向けら れ，「な
ぜこの広 島で行なわれるのか」 とい った疑問 は，
その意義付けに対する説明を求 める よう にな る。
以上が 匚第１次　 未来 へ の予 想的提 案」 の過程 で
あり，その追求が 厂第２次　 過去 への探求」 であ
る。大会の広島開催の意義を 明 らかにし よう とす
れば，広 島の過去の歴史 を探 求し なけ ればな らな
い。第３次では，過去 の歴 史を背負 った広島 は，
現在の世界にお いてどういう 役割を 果 たして いる
のかを探求する過程であり， 第 ４次 で は２次・ ３
次で学習した過去・現在 にた ったう えで， 未来 は
どうあるべきかを提案していく過程である。
さて小学校社会科の究極のねらいは「公民的資質の
基礎」の育成にある。それは当然未来社会を作りだす
力であり，過去・現在を学習し｡た子どもがこれからは
こういう社会を創造したいという未来志向の能力育成
といえよう。そう考えるならば過去志向的な文化理解
的 アプローチも現代志向的な問題解決的アプローチも
ともにスポーツ・文化の交流を通して 厂一つの世界」
を創造しようとする「地球社会教育」の立場から授業
を構想すれば，未来志向的構成となる。例えば本単元
でいえば，２次と３次の前半が平和について学習する
問題解決的アプローチであり，３次の後半および４次
前半は自国認識に焦点を当てた文化理解的アプローチ
である。そしてこの両者は，以上の考えより，未来志
向の授業構成のなかに組み込んだのである。つまり本
単元は，現代社会への提案を通して問題設定をし，そ
の解決の必要性から過去を探求し現代を探求した
うえで，未来へのビジョンを構想するという構成
になっている。そういう過程において， ただの思
いつき的発想は根拠を持った個人の価値判断を加
えられた内容となり，さらにその「べき論」は複
数を突き合わせ，論および根拠を検討・選択する
ことによって実践可能かつ意義あるものとして意
思決定されていく。このように予想的提案から情
報収集を通して価値的提案へと高め，常 に検討・
修正・選択が行なわれることを通して実践的提案
となるよう構成した。
またこの過程を通してく情報収集→価値判断→意思
決定＞が行なわれ，合理的な価値判断・意思決定の能
力が育成されると考えた。
６。研究の結果分析
田　提案内容の質的変化
本単元最初の段階における予想的提案および最終段
階における実践的提案の質的変化は以下のようであっ
た。（対象：広島大学附属小学校　１部６年　40名）
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＜『アジア競技大会にむけて私たちはどんなことをす
‘ればいいのだろうか』集計結果＞
予想的提案 実践的提案
施設・設備の整備
｢平和｣のアピづレ
異 文 化 理 解
38人(95%)
1人(2.5%)
1人(2.5%)
13人（33％）
7人(17%)
20人（50％）
上記のようにその提案内容は全く趣を異にしている。
次に実践的提案内容における知識の質を観てみよう。
【施設・設備の整備についての規範的知識】7）
・外国人が 厂日本」に親しむ対策を講ずるべきである
・アジアの人々が行動しやすいようハード面の整備が
さらに進められなければならない
《例》外国語のパンフレット･ 地図の作製
外国人好みの商店の設置
＜規範的知識を支える知識＞
・広島には「平和」や日本の歴史・文化・自然を表出
するものがある（記述的知識）
【「‾平和」のアピールについての規範的知識】
・さまざまな方法を通して広島でアジア競技大会が開
催される意義を訴え続けなければならない
《例》平和公園や被爆に関係した学校を訪問しても
らうように計画，紹介する
駅に原爆模型を展示し，重さや大きさや爆風
の速さなどの説明板を設置する
＜規範的知識を支える知識＞
・広島市は世界最初の被爆以来復興を成し遂げ，全世
界に対して「平和」を訴え続けてきた（分析的知識）
・広島市は世界最初の被爆地であるためアジア競技大
会の開催地に指名された（説明的知識）
【異文化理解についての規範的知識】
・大会の成功にはお互いの文化を理解することが必要
である
《例》アジアの人々に和服を体験してもらい，日本
人もアジアの服装を体験
四季折々の風景写真を ホテル展示
＜規範的知識を支える知識＞
・アジア各地には独特な服装があるように日本独特な
服装には着物がある
・東南アジアは熱帯に位置し一年中暑いが，日本は温
帯に位置し四季の区別がある
本単元はじめの予想的提案の段階における規範的知
識は施設・設備の整備または街の美化に目が向けられ
ている。それは「ゴミが目立つからきれいにしよう」
という目の前に見える事実（質の低い知識）を元とし
ているものであり短絡的・直観的である。しかし単元
最終の実践的提案 の段階になると外国語の地図・標識
の作製などその視野は拡大している。しかも大会の目
的・ヒロシマの役割を視野に入れた上で，歴史・文化
遺産を訪れて もらうためには外国語の地図を作らなけ
ればならないという自国認識に支えられた提案となっ
ている。このように児童の示した提案内容は「施設・
設備の整備」が減少したのみではなく，質的向上が明
確に観られる。また 匚平和」のアピールを提案するも
のは増加したのみでなく，それは説明的知識・分析的
知識といった質の高い知識に支えられている。一方，
異文化理解に重点を置いた児童が半数を占めるように，
大きな特徴はアジアの人々の生活・文化を調べ比較し
た上で 匚日本」を主張している点である。
このように，幅広く，質の高い知識を元とし，また
根拠を探求し自国を見つめ直したうえで複数の提案を
検討・選択した児童の実践的提案は，＜情報収集→比
較・検討→選択・決定＞ という意思決定の方法を身に
つけたものといえる。なお，こういった方法は＜予想
的提案→価値的提案→実践的提案＞といった学習過程
の中で繰り返し行なわれることによって身についていっ
たといえる。価値的提案は複数容認されるのである。
それが再度検討され選択されることによってのみ，さ
らに質的に向上した実践的提案に高まると考えられる。
その過程は次項で検証したい。
（2） 匚日本紹介プログラム」の質的変化
アジア競技大会で訪日する外国人に紹介したい 匚日
本」とは何だろうか。日本のどこを紹介すればいいの
だろうか。それを考え検討することによって自国認識
を形成しようとした。これは 厂第４次　 未来への実践
的提案」の過程である。 まずはじめに児童が考え た
匚日本紹介プログラム」は実に多様で外国人というよ
り自分が行ってみたいところが多かったようだ。例え
ばレオマワールド・ディズエーランドのような遊戯施
設や温泉など観光施設が目立った。それはやはり思い
つきや個人の嗜好の色彩が濃く，予想的提案の特色を
示している。そこでそれらを班ごとに話し合わせたが
やはりその傾向は否めない。それは 匚日本とは何か」
があまりにも抽象的な概念であるとともに児童の認識
の実態を示しているといえよう。それが次頁の資料で
ある。（数字は話し合い後決定した班の番号）
上記，予想的提案場面において設定された 厂日本紹
介プログラム」を検討していく過程で，「 アジアの人
々の生活の様子がわからなければ判断しようがない」
という問題設定がされた。そこでアジアの人々の生活
の様子を，以下の表の観点で調べることになる。その
調査の上でアジアと日本を比較しながら，「‾観てほし
い日本」の存在する都市はどこかが検討されることに
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な っ た。
日本紹介プログラム
Ｌ_ 」 笆 ＿」 ﾀﾞ｀ ･
＜東南アジアと比較した「‾日本」の主なもの＞
観　　 点 東南アジア 日　　　 本
日 常 生 活
運河を利用した水
上生活・交通・マー
ケット
アスファルトでおお
われた道路･デパート
(高級品・豊富な量)
産　　　 業
稲作・ゴム園・砂
糖きび・コーヒー
米作り・自動車・
石油化学工場
自　　　 然
一年中気温が高い
熱帯
四季の区別かおる
温帯
歴史・文化
古典舞踊・大理石
寺院
日本舞踊・木造建
築（寺院）
以上の観点から「観てほしい日本」は，京都・奈良
が決定された。そこには歴史的文化遺産をはじめ，外
国と比較した上で日本独特なものが複数存在するから
である。一方，近代的に発展した日本を表出する都市
として東京が，また祭・自然・伝統工芸品など独特な
地方文化を表出する地域として青森・宮城などが挙げ
られたが東南アジアの生活と比較・検討し多くの都市・
地域について話し合い選択した結果消えていった。
では，京都のどこなのか。現在の日本人の生活様式
に影響を及ぼし，しかも東南アジアとは異なった日本
独特な建築様式や気候とも適合した衣服・自然・人々
の願いから，以下のような場所に決定した。
訪問場所 理　　　　　 由
二　条　城 大政奉還が行なわれた場所であり歴
史の変わり目に身を置くことにより
日本の歴史を感じてほしい。内部に
は書院造りの特徴である違い棚や床
の聞かありまた豪華な欄間もある。
そういった日本の建築様式を直接目
で見てほしい。また豪華な襖絵や人
形が身につけている着物を見ること
により日本の文化に触れてもらえる
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西陣織会館
天 橋 立
三十三間堂
映　画　村
西陣織でできる着物の材質・生産工
程を知ることにより着物の良さを知っ
てほしい。
日本三景の自然美を味わってほしい
たくさんの仏像を見て日本の文化に
触れるとともに，平和を祈る人々の
願いを感じ取ってほしい。
昔の家や着物・ちょんまげ姿 の人を
見て日本文化に親しんでほしい。
このように予想的提案内容は検討され，新たな問題
意識のもと調査・比較・検討を経て，「～を観てもら
うべきだ」という価値的提案内容へ質的に向上する。
しかしさらに価値的提案内容相互の比較・検討のうえ
に，相対的価値が認められ実践可能なものとして，実
践的提案内容が選択・決定されていくのである。こう
して，思いつき的色彩の濃かった予想的提案内容の質
的向上を図っていくことができた。
以上の検討・選択においては，「二条城を紹介する
べきである」「金閣を紹介するべきである」という主
張のみを検討するのではなく，その主張を支える根拠
となる事実や理由づけを検討し，さらにその主張を価
値づけるべき東南アジアでの生活との比較の上での大
前提「東南アジアでは～だから日本独特なものとして
～を観てほしい」を検討する場が授業構成の中に意図
的に位置づけられることによって，価値判断は選択さ
れ，意思決定能力が育成されていくと考える。
７，研究の総括と今後の課題
『アジア皴技大会にむけて私たちはどんなことをす
ればいいのだろうか』のテーマのもとに考えられた予
想的提案においても実践的提案においても，児童はそ
れぞれ意思決定を下しているには違いがない。ただ両
者には質的に大きな差異がある。それぞれの「提案」
においては，常にその主張の根拠となる事実や理由付
けは検討されつつ意思決定が下される。しかしその根
拠となる事実や理由付けの質が高いほど意思決定の質
も高くなり，「提案」の質も高くなるのである。　１次
における予想的提案場面では，教師によって提案場面
が設定され，児童は既有の知識をもとに考えるしかな
い。 しかし２・３次における価値的提案場面では，児
童は学習した内容を根拠として個人の価値判断を加え
るのである。さらに４次における実践的提案場面では
さらに検討・修正・選択が行なわれる。したがって，
それぞれの提案場面におけるテーマの捉えは大 きく異
なっている。見方を変えるならば，予想的提案 はテー
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マに対する現時点での提案であるのに対して，価値的
提案・実践的提案へと進むにつれ，その内容は過去 ・
現在をも踏まえたうえで未来を見据えた提案へと変質
するのである。それは，児童の目が「大会の成功」 そ
のものから「平和な世界の実現への貢献」「人 間同士
の理解」へと向いてきたともいえるであろう。このよ
うにより質の高い意思決定は，より質の高い「提案」
を可能とする。
したがって，その提案の質的差異を教師は意識しつ
つ指導する必要がある。すなわち学習過程は，児童の
予想的提案を情報収集を通して価値的提案へと高め，
さらにその提案内容相互の比較・検討を通して，実践
的提案へと導くよう組まれなければならない。その際
「提案」は過去・現在の事実を根拠としつつ将来 の対
策を考えるため，未来志向の授業構成となるのである。
そういう授業構成を組んだからこそ，合理的な意思決
定の方法が児童の身についてきたといえる。
ただ，本稿で明らかにしてきた意思決定能力を育成
する授業構成は，単元「世界の中の日本」でこそ可能
なものであるといえるかもしれない。今後はさまざま
な単元でこの授業構成を意図的に組 み込んでみること
によって，その有効性が検討されなければならないで
あろう。
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